
令和５年度 学校評価における 重点目標 

 

①【学習】 

学校、運動、学校行事等、すべての教育活動をとおして「できないことができるようになる」ためのチャレ

ンジを支援し、達成感を味わわせることで自己肯定感・自尊感情を育てる取組を充実させる。 

 

 

②【コミュニケーション力・挨拶】 

授業の中での言語活動の充実を図り、実生活の中でよりよい人間関係を育むためのコミュニケーション

能力を高める。コミュニケーションの基本である挨拶を、誰にでも自分から進んでできる児童を増やす。 

 

 

③【学力】 

国語科を中心に自分の思いや考えを伝え合う力の育成を目指し研修を重ねる。課題の発見や解決に向

けた主体的・対話的で深い学びを実現する授業実践をすすめるとともに、学ぶ意欲や習慣を身に付けた

児童の育成を図る。 

 

 

④【健康・体力向上】 

体づくり運動や体幹を鍛える運動を積極的に取り入れるとともに、規則正しい生活習慣の重要性を家庭

に啓蒙し、体力向上を図る。 

 

 

⑤【環境・安心安全】 

清掃活動に重点をおくとともに、教職員による安全点検を徹底し、清潔で安心安全な環境整備に取り組

む。保護者、地域や関係機関と連携し、安全教育の取組をすすめる。 

 

 

⑥【連携】 

学校運営協議会、地域学校協働活動の適切な運用を図るとともに、HP や X(旧 Twitter)、学校・学級

だより、懇談会等をとおして、積極的に情報発信し、保護者・地域との連携を深める。 

 

 

 

 

 

 



評価日 実施日 7月・12月 実施日 12月

公表日 7月1日 公表日 公表日 1月25日 公表日 1月17日

　　　ホームページ 公表方法 　　　ホームページ 　　　ホームページ

　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布

　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施

　　　その他 　　　その他 　　　その他

① B

② B

③ B

④ B

⑤ B

⑥ B

児童生徒アンケート

[4]外部アンケートの分析

保護者アンケート

　　　ホームページ

　　　その他

「自分からすすんで挨拶をし
ている」＋8５．１
「話したり話し合ったりするこ
とが好き」＋７３．５

※アンケート欄の＋の後の数
字は、「そう思う」「だいたいそ
う思う」の合計ポイント数

「子どもは地域（校区）の知っ
ている人に会ったらいつも挨
拶をしている」
＋６５．５
「家庭で子どもと話す時間を
できるだけもっている」
＋9２.３

　　　説明会実施

　　　文書配布

「学校へ行くことが楽しみ」
＋７９．５
「授業が分かりやすい」
＋９３．１
「できるようになろうとチャレン
ジをたくさんしている」
＋８２．９
「困ったことや悩んだことを先
生に相談している」
＋６７．１
「タブレット端末を使うことは
勉強の役に立つ」
＋９３．８

〇年間を通じて外部団体や学校
ボランティア等による指導を受け
る機会を設け、様々な立場の人々
との出会いのなかで体験的な活
動の充実を図る。
〇ICTの活用により、外部とつな
がる体験的な学びの充実を図る。
〇HPやX（旧Twitter）、学校・学
級だより等、積極的な情報発信に
努める。そのための校内体制の整
備を進める。

〇感染症対策を講じながらも、外部
団体や地域の方を招いての出前授
業を、以前のように実施できるように
なった。
〇学校だよりやX（旧Twitter）を活
用しての情報発信を積極的に行っ
た。
〇各学級においても児童の生活や
学習の様子を伝えるため、適宜、学
級だよりを発行した。
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[2]具体的達成目標と評価指標

〇生活目標を具体的なめあてとと
もに掲げ、取組を進める。
（児童アンケートで「自分から進ん
で挨拶をしている」と答える割合を
8割以上にする。）
〇各教科での言語活動の充実、
学級活動等での話合いの充実を
図る。

具体的に、何を、いつまでに、どの水準
まで、数値化

〇児童に関する情報を共有するた
めの会議を開催し、全教職員で共
通理解を図る。（児童理解全体会
議：年２回、生指部会：月１回）
〇主体的・対話的で深い学びのあ
る授業、「できない」を「できた」に
する授業の工夫に取り組む。（め
あての意識化・学びの焦点化・振
り返りの設定・ICTの活用）

〇清掃活動の充実、教職員による
安全点検（月１回）、見回り等を通
じて、安心安全な学校生活のため
の環境整備に取り組む。
（児童アンケートで「校内がきれい
になるようにしている」と答える割
合を９割以上にする。）
〇命を守る行動を身に付けるた
め、避難訓練・薬物乱用防止教
室・交通安全教室・ネットスマホ安
心安全教室をそれぞれ実施する。

〇教職員による校内安全点検と校
区内パトロールを毎月行い、危険個
所や修繕個所の早期対応に努めて
いる。
〇火災、地震、不審者対応の避難訓
練を実施。

〇個々の児童について共通理解を
図るため、児童理解の会議を５月に
実施。（3月予定】
〇生指部で月1回、学年や学級の児
童の様子について情報交換を行い、
各学年等に共通理解を図った。
〇できるだけ（基本一日一回）、全学
級の授業観察の機会をもち、児童の
様子や学級の状況、授業の工夫や
課題について、機会あるごとに授業
者に声かけや面談をして共有した。

公表
方法

〇校内研究教科を国語科とし、研
修を深める。（自分の思いや考え
を伝え合う力の育成）
〇各学年よりそれぞれ授業公開を
実施し、研究主題に沿った授業研
究を深め、授業力向上を図る。
〇家庭と連携し、家庭学習の充実
を図る。

〇1・2・３・4・５・６年の全ての学年で
国語科の授業研究を行った。学年で
協働して教材研究を行い、授業を公
開したのち研究協議を通して研修を
深めた。

「国語の授業が楽しい」
＋８０．２
「家での学習の時間を決め
て、毎日取り組んでいる」
＋７２．５

※今年度は校内研究教科を
国語科とした２年目

「子どもには家庭学習の習慣
が身についている」
＋７１．９

[3]自己評価

1月25日

評
定

1月25日

〇毎朝の体づくり体操を継続する
とともに、効果的な「体づくり運動」
の取組を工夫して進める。
〇体幹を鍛えるトレーニングの取
組を引き続き実施し、定着させる。
〇規則正しい生活習慣の確立に
ついて、家庭と連携して進める。

〇毎朝の体づくり体操を継続して
行っている。1年間を前後半に分けて
Ver1と、体力テストの結果分析によ
る本校児童の課題を踏まえ体育部
が作成したVer２とをそれぞれ実施。
〇体幹を鍛えるKOBA式トレーニン
グを全学年と特別支援学級の自立
活動で実施。

「HPやX(旧twitter)、台小
だよりを通じて、教育方針や
教育活動を分かりやすく伝え
ている」
＋７２．２

「早寝早起き朝ごはん・しっか
り運動・好き嫌いなしができて
いる」
＋７６．８
「体育や休み時間には、しっか
り体を動かして運動している」
＋８５．５

「好き嫌いのない食事・早寝
早起き朝ごはん・外遊びをし
ている」
＋７５．３

「校内がきれいになるようにし
ている」＋９３．８

「学校は子どもとともに清潔
な環境美化に努めている」
＋８０．３

「学校へ行くのを楽しみにし
ている」＋８５．６
「授業が分かりやすいと言っ
ている」＋７６．１
「学校は相談に適切に応じて
いる」＋８４．５
「学校はいじめのない学校づ
くりに取り組んでいる」
＋７２．３
「学校はタブレット端末など
ICTを活用した教育を進めて
いる」＋７４．５

公表
方法

中間評価

〇生徒指導部が掲げる生活目標に
沿って、委員会活動とも連携して、児
童の主体的な取り組みをすすめてい
る。

公表
方法

令和５年度 学校評価(中間評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公表日 7月1日

　　　ホームページ

　　　文書配布

　　　説明会実施

　　　その他

①

②

③
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[2]具体的達成目標と評価指標

〇生活目標を具体的なめあてと
ともに掲げ、取組を進める。
（児童アンケートで「自分から進ん
で挨拶をしている」と答える割合
を8割以上にする。）
〇各教科での言語活動の充実、
学級活動等での話合いの充実を
図る。

具体的に、何を、いつまでに、どの水
準まで、数値化

〇児童に関する情報を共有する
ための会議を開催し、全教職員で
共通理解を図る。（児童理解全体
会議：年２回、生指部会：月１回）
〇主体的・対話的で深い学びの
ある授業、「できない」を「できた」
にする授業の工夫に取り組む。
（めあての意識化・学びの焦点化・
振り返りの設定・ICTの活用）

公表
方法

〇校内研究教科を国語科とし、研
修を深める。（自分の思いや考え
を伝え合う力の育成）
〇各学年よりそれぞれ授業公開
を実施し、研究主題に沿った授業
研究を深め、授業力向上を図る。
〇家庭と連携し、家庭学習の充実
を図る。

令和５年度 学校評価(総括) ※学校関係者を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価者人数 8人

評価日 2月21日

公表日 3月7日

　　　ホームページ

　　　文書配布

　　　説明会実施

　　　その他

A

A

B

〇生活目標を児童にわかりやすい具体的なめあて
にして、委員会活動を中心に児童が主体的となる取
組を行った。
〇挨拶については、児童アンケートにおいて、昨年
度に引き続き肯定的な回答が８割を超えている。マ
スク着用率が減ったことも影響しているかもしれな
いが、教職員の積極的な取組があったことも結果に
つながっていると評価している。
〇今後も取組を推進しながら「いつでも」「誰にで
も」「自分から」元気な挨拶ができる児童を育てた
い。地域の中での子どもと大人はもちろん、大人と
大人の挨拶も活発になればと考えている。
〇今年度は感染症対策をしながらも、対話的な学
びの場を多く設定することができるようになった。

「挨拶の習慣化に向けて積極的に取り組んだ」
＋８０．０
「話合い活動を授業に取り入れ、コミュニケーション
能力を高めることができた」
＋７４．４

〇「国語の授業が楽しい」とアンケートで回答した児
童が８０．２%
〇１・２・３・４・５・６年の全ての学年で国語科の授業
公開を行い、６年は生駒市教育振興会の研究授業
もあわせて行った。授業公開に向けて各学年で協
働して授業案が練り上げられ、特に若手教員にとっ
ては貴重な学びの場になっていた。授業後の研究
協議は、低・中・高学年で行い、違う学年の視点か
ら意見が述べられ研修が深まった。
〇研修として、話すこと・聞くことの能力分析表の検
討や全国学力調査の分析・共有を行った。
〇伝え合い活動の活性化を図るため、ICTやホワイ
トボードを活用するなどの工夫をした。

「特に国語科では、伝え合いを意識した授業の工夫
をすることができた」＋９１．７
「学年×１０分間をめやすに、家庭学習の習慣づくり
を図ることができた」＋６９．４

最終評価（成果と課題）

○子どもたちは「授業がわかりやす
い」も「国語の授業が楽しい」も肯定
的回答が多い、実際に授業参観して
も、子どもたちは楽しそうに学習して
いる。
〇「伝え合う力」の向上をめざして取
り組んでいるが、コミュニケーション
をとることは大事である。
〇子ども・保護者・教職員のどのアン
ケートも家庭学習について肯定的回
答が少ないが、子どもが自らやりた
いと思えるような工夫や仕組が必要
ではないか。

〇今年度は、研究主題を「生きる力にあふれる
児童の育成を目指して～自分の思いや考えを
伝え合う力を育む～国語科を通して」とした２年
目で、今年度の成果と課題を明らかにしなが
ら、さらに取組をすすめる。
〇「家庭学習の手引き」（県教育委員会）を活用
し、家庭学習の習慣づくりを積極的にすすめる。
〇タブレット端末も活用しながら、主体的に学べ
る多様な家庭学習の工夫を図る。

〇重点目標でもある「挨拶」について
は、マスクをはずすようになって、よく
してくれるようになった。挨拶が苦手
な子どももいるので強要してはいけ
ないが、地域においても大事なコミュ
ニケーションの取組である。学校や地
域だけでなく家庭の協力も得て取り
組んでいく必要がある。
○６年生を送る会を参観したが、異
学年集団でのたて割り班活動は、子
どもたちが生き生きと活動していて、
良いアイデアで面白い取組だと感じ
た。
〇地域の見守り活動の際の子どもた
ちとの挨拶やコミュニケーションは、
見守りボランティアにとっても元気を
もらいやりがいにつながっている。

〇個々の児童に対して、年間を通し
て先生方が情報交換を行って共有し
ているのはいいことである。子どもた
ちはいろいろな先生に相談すること
ができる。
〇授業参観やアンケートでは、子ども
たちは楽しく授業を受けているようで
いいことである。英語など苦手な児童
もいるかもしれないので、どの教科も
同じように楽しんで受けられるように
指導する必要がある。
〇学習では、タブレット端末を活用し
てICTを活かした教育活動が進めら
れていることは評価できる。児童の情
報モラルの向上や正しい使い方につ
いても家庭との連携の中で進めてい
く必要がある。

〇１学期（5月）には児童理解のための情報共有を
行い、その内容を踏まえ、３月には、その後の成長・
変容と次年度に向けての課題を確認する会議を行
う。新学年に向けて、職員間での共通理解を図る。
〇教職員の学級づくりについての自己評価は昨年
度に引き続きポイントが高く、一人一人を大切にし
ながら、児童のできるようになろうとする頑張りを
しっかり支える学級経営に取り組んできたことがわ
かる。「学校へ行くことが楽しみ」の項目について
は、昨年度に引き続き一定の評価をいただいたと考
えている。
〇ICT活用の充実に向けて、生駒市ICT支援員の
協力を得て、エバンジェリストが中心となりミニ研修
を企画し、職員のスキルアップを図ることができた。
全体的に職員の活用についての力量は上がってい
る。

「一人一人の良さを認め、なかまづくりを重視した学
級づくりができた」＋８８.６
「どの子もよく考え理解できる分かりやすい授業の
工夫を図ることができた」＋８７．２
「できないことができるようになるようにチャレンジす
ることの大切さを意識して取り組ませた」＋９５．０
「課題や問題があったとき、学年や各部と連携し、組
織的に対応することができた」
＋９２．７

　　　その他

　　　文書配布

　　　　 説明会実施

公表日

評
定

〇児童理解のための情報共有を行ったが、生
活面、健康面、アレルギー対応等、個々の児童
の課題は様々で、その配慮や支援については保
護者との連携が不可欠である。保護者と信頼関
係を結びながら、協力体制を一層強めていく必
要がある。今後も、一人一人を大切にした学級
経営やわかる授業づくりの取組に努め、保護者
や地域に信頼される学校づくりを推進する。
〇「分かる」「できる」授業実践については、研修
の充実を図りながら、教員同士で学び合う機会
を大事にしていきたい。
〇課題に対する対応については、学校全体で連
携しながら進めてきた。今後も組織的な取組を
推進できるよう、職員の意識と組織力を高めて
いきたい。
〇ICT活用をさらに充実させるために、今後も
「情報教育担当」を中心に、情報活用能力や情
報モラルについての年間計画の作成・実施をす
るとともに、職員研修も充実して学校全体として
有効な活用についてすすめていく。

〇引き続き、生徒指導部の情報交換を定期的
に行い、本校の生徒指導上の課題を、学校全体
で共有しながら、共通理解の上で統一感のある
指導を進める。
〇コミュニケーションの基盤となる挨拶の指導
は、全教職員で継続していく。
〇言語活動の充実、伝え合う力の向上のため
に、今後も、ICT、タブレット、ホワイトボードなど
を活用し、対話的な学びのあり方や授業づくり
を研修・工夫していく。

[5]自己評価

2月20日

3月7日

　　　  　ホームページ
公
表
方
法

公表
方法

評価日

課題の改善策等

[6]学校関係者評価



④

⑤

⑥

〇年間を通じて外部団体や学校
ボランティア等による指導を受け
る機会を設け、様々な立場の人々
との出会いのなかで体験的な活
動の充実を図る。
〇ICTの活用により、外部とつな
がる体験的な学びの充実を図る
〇HPやX（旧Twitter）、学校・学
級だより等、積極的な情報発信に
努める。そのための校内体制の整
備を進める。

〇清掃活動の充実、教職員による
安全点検（月１回）、見回り等を通
じて、安心安全な学校生活のため
の環境整備に取り組む。
（児童アンケートで「校内がきれい
になるようにしている」と答える割
合を９割以上にする。）
〇命を守る行動を身に付けるた
め、避難訓練・薬物乱用防止教
室・交通安全教室・ネットスマホ安
心安全教室をそれぞれ実施する。

〇毎朝の体づくり体操を継続する
とともに、効果的な「体づくり運
動」の取組を工夫して進める。
〇体幹を鍛えるトレーニングの取
組を引き続き実施し、定着させ
る。
〇規則正しい生活習慣の確立に
ついて、家庭と連携して進める。

A

B

A

〇毎日の清掃時間は、児童・教職員がともに環境美
化に取り組んでいる。
〇教職員による校内安全点検・校区パトロールは、
危険個所の早期発見・迅速対応につながり、事故の
未然防止につながっている。
〇避難訓練（地震・火事・不審者）、薬物乱用防止教
室（6年）を実施。地域の安心安全につながる取組と
して認知症サポーター養成講座（6年）を実施する。

「清掃活動を重視し、環境について考えさせること
ができた」＋７７．５

〇外で遊ぶ子どもをほとんど見ない
ので、児童の生活習慣や体力向上に
ついては心配である。学校での様々
な取組の工夫や実践があることで、
児童の体力向上が図られている。
〇子どもの遊ぶ場所が少なくなって
いるが、放課後のクラブ活動はある
のか、様々に工夫しながらの学校で
の取組を今後も継続してもらいた
い。

〇外部からゲストティーチャーに来て
もらい、出前授業での体験学習の充
実が図られていることは、学習が実
生活とつながりとてもいいことであ
る。
〇地域学校協働活動として、サマー
スクールやウインタースクール、畑づ
くり等にかかわっているが、毎回子ど
もたちから元気をもらっている、今後
も様々な形で学校に協力していきた
い。
〇今年度から放課後子ども教室を始
め、様々な企画をしてきたが、内容や
打合せの仕方などについて改善が必
要である。
○昨年度も合同会議を行ったが、今
後、中学校との連携も進めていく必
要がある。
○教職員の時間外勤務時間がまだま
だ多いということだが、なぜ多くなる
のか原因を明確にして働き方改革を
進める必要がある。

〇防犯対策の強化を図る必要があ
る。不審者対応の避難訓練など校内
での対策は行われているが、校門の
オートロック化などハード面での強化
について行政にも働きかけながら進
める必要がある。
〇子どもの安全を守るため、地域・家
庭（育友会）・学校が連携して、交通
安全の立哨や全体の見回りをしてい
ることはいいことで、今後も継続して
いきたい。育友会だけでなく、各学友
区担当も個別に見回りして安全点検
を行う必要がある。

〇安心安全な学校生活のための環境整備は、
教育活動の基盤であることを再確認し、今後も
全教職員で丁寧に取り組んでいく。
〇命を守る行動を身に付ける取組は、継続して
取り組む必要がある。児童の発達段階に応じて
計画的に進めたい。特に、児童の防災意識を高
めるための防災教育の充実を図っていきたい。

〇体験を通して学ぶことの教育的効果は大きい
と考えている。今後も、外部団体や地域の方々
の協力を得ながらすすめていきたい。
〇地域学校協働本部の充実を図り、さらに具体
の活動をすすめていきたい。見守り活動のボラ
ンティアの高齢化が進み世代交代も難しい状況
なので、その対応策を検討していく。
〇HPやX（旧twitter）を活用した情報発信を
充実させていきたい。校内組織体制、人的体制
等整える必要がある。

〇毎日の体づくり運動は、短時間ではあるが有
効な取組として今後も継続していきたい。
〇体力向上の取組は、今後も年間を通じて、計
画的に進めていく必要がある。各学級では、「み
んな遊び」も活発に行われているが、今後はさら
に、体育部や委員会活動とも連携し、児童が進
んで運動に取り組めるような企画を工夫し実践
していきたい。

〇毎朝の体づくり体操は定着している。
〇体幹を鍛えるKOBA式トレーニングを感染対策
を講じながら実施。今後も継続して実施していく。
〇今年度も、「全校ドッチボール大会」（特活部）や
「大なわ大会」（体育部）を実施した。学級・学年での
外遊びが活発になる姿が見られた。

「児童の体力を高めるよう指導の工夫をして取り組
んだ」＋８６．５

〇各学年で出前授業の活用を積極的に進めた。ク
ラスごとに何度もお話いただいたり、多目的室から
各教室にオンラインによる授業をしていただいたり、
各実施団体の方には多大なご協力をいただいた。
どの授業でも、熱心に取り組み、生き生きと活動す
る児童の姿があった。
〇生駒市キャリア教育プランナーとの連携を図り、
ICTを活用したオンライン授業を積極的に行った。
〇コミュニティ・スクールとして、地域学校協働本部
の取組として、サマースクール・ウインタースクール
の実施や、放課後子ども教室、学習支援（特別支
援・自立活動）など取組の幅が広がった。
〇「台小だより」は、家庭と学校をつなぐ情報発信
ツールとして、必要に応じて発行した。今年度もX
（旧twitter）の積極的活用をすすめ、できるだけタ
イムリーに情報発信するよう努めた。

「HPやX（旧twitter）、学校・学年（学級）だより等
を通じて、学校の様子を積極的に発信することがで
きた」＋７３．７
「授業参観・懇談会や学校行事などを通じて保護者
や地域との連携を深めることができた」
＋９０．０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


